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科学会佐賀地方会．2008，12，６．佐賀．

48 大塚泰史，岡 政史，酒井菜那，佐藤忠司，濱崎雄平，青木茂久，中山真紀子，飯島一誠：巣状分

節性糸球体硬化症を呈した腎症単独型WT1異常症の一女児例．第55回日本小児学会佐賀地方会．

2007，８，10．佐賀．

49 酒井菜那，大塚泰史，岡 政史，佐藤忠司，濱崎雄平，青木茂久，久野 敏；診断に苦慮した Dense
 

Deposit Disease(DDD)の一例，第52回日本小児科学会佐賀地方会．2008，４，５．佐賀．

50 酒井菜那，西村真二，高橋峰光，濱崎雄平，山口加奈子，岩切龍一；難治性の口腔内アフタを主訴

としたクローン病の一例．第53回日本小児科学会佐賀地方会（合同地方会）．2008，８．長崎．

51 酒井菜那，大塚泰史，岡 政史，佐藤忠司，濱崎雄平；尿に異常がなかった上部尿路感染症４例の

臨床的検討．第61回九州小児科学会．2008，11，15．熊本．

52 佐藤桃子，柴田大介，杉山大輔，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：fMLP N端修飾アナ

ログによる生理活性への影響．第45回化学関連支部合同九州大会．2008，７，５．北九州市．

53 佐藤忠司，山本格士，師子角紗世，古賀正啓，西村洋一，酒井菜那，大塚泰史，浜崎雄平：ネフロー

ゼ症候群（NS）として発症した重症型 IgA腎症の１例．第52回日本小児科学会佐賀地方会．2008，

４，５．佐賀．

54 佐藤忠司：嬉野を中心とした県西部の現状と問題点．第54回日本小児科学会佐賀地方会 ミニシン

ポジウム．2008，12，６．佐賀市．

55 新町洋文，吉木政弘，杉山大輔，長田聰史，藤田一郎，兒玉浩明：HP-ウレアーゼ由来ペプチドの

合成と好中球遊走活性．2008日本化学会西日本大会．2008，11，15．長崎市．

56 杉山大輔，林 良，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：ヒト好中球受容体由来疎水性ペ

プチドの合成と活性酸素放出への影響．日本農芸化学会2008年度西日本支部大会．2008，９，19．

長崎市．

57 D. Sugiyama, D. Shibata, S. Osada, I. Fujita, Y. Hamasaki, H: Kodama Synthesis and
 

Biological Activity of Transmembrane Peptides Derived from Membrane Proteins.The 1st
 

Saga University and Daegu University Joint Seminar.2008,1,23.佐賀市.

58 杉山大輔，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：GPCR膜貫通配列をもつペプチドアナログ

の合成と性質．第45回化学関連支部合同九州大会．2008，７，５．北九州市．

59 杉山大輔，平河雄喜，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：ホルミルペプチドアンタゴニス

ト Boc-Met-Leu-Phe二量体の合成と性質．2008日本化学会西日本大会．2008，11，15．長崎市．

60 田島大輔，前田寿幸，松尾宗明，荒木恵子，杉原 進，江頭智子，川内恵美，岩永 学，漢 伸彦，

松尾幸司，高柳俊光，小篠史郎：高 CK血症を呈した13歳女子例．第64回日本小児神経学会九州地

方会．2008，１，13．久留米．脳と発達 40：５，65．

61 田島大輔，前田寿幸，松尾宗明，荒木恵子，杉原 進，江頭智子，川内恵美，岩永 学，漢 伸彦，

松尾幸司，高柳俊光：日齢０で発症した脊髄性筋萎縮症の一例．第292回福岡小児神経研究会．

2008，３，22．福岡．

62 田島大輔，前田寿幸，松尾宗明，荒木恵子，杉原 進，江頭智子，川内恵美，岩永 学，漢 伸彦，

松尾幸司，高柳俊光，小篠史郎：MLPA法で診断した Duchenne型筋ジストロフィー症保因者の一

例．第53回日本小児科学会佐賀地方会例会．2008，４，５．佐賀．

63 田島大輔，舩越亜希子，川内恵美，江頭智子，小野晋康，佐藤忠司：当院細菌感染症患児における



ampicillin (ABPC)の有効性．第54回日本小児科学会佐賀地方会例会．2008，12，６．佐賀．

64 田代克弥，浜崎雄平：佐賀地区における佐賀市休日夜間こども診療所の役割．第54回日本小児科学

会佐賀地方会 ミニシンポジウム．2008，12，６．佐賀市．

65 栁瀬寛子，人見会美子，藤田一郎，濱崎雄平：先天性鼻腔狭窄症の一例．第54回日本小児科学会佐

賀地方会．2008，12，６．佐賀．

その他の学会

1 阿部 淳，磯村直子，西 眞範，浜崎雄平，山口 茂：血小板減少性紫斑病を合併したネコひっか

き病の一例．第58回佐賀ブルートアーベント．2008，２，１．佐賀．

2 阿部 淳，磯村直子，西 眞範，浜崎雄平，山口 茂：血小板減少性紫斑病を合併したネコひっか

き病の一例．第15回小児血液フォーラム in OKAYAMA．2008，２，２．岡山．

3 阿部 淳，田代克弥，西村真二，浜崎雄平：両側巨大冠動脈瘤で発見され後日血清診断で確定した

エルシニア感染症の男児例．第７回九州川崎病研究会．2008，５，17．宮崎．

4 安部 薫，前田寿幸，松尾宗明，藤田一郎，浜崎雄平：早期ミオクロニー脳症の一例．佐賀周産期

カンファレンス．2008，３，３．佐賀．

5 安部 薫，前田寿幸，松尾宗明，藤田一郎，浜崎雄平：早期ミオクロニー脳症の一例．第291回福岡

小児神経研究会．2008，２，23．福岡．

6 江頭智子，荒木 薫，阿部 淳，川内恵美，杉原 進，漢 伸彦，山口朋奈，松尾幸司，高柳俊光：

出生後に心原性ショックをきたしたと思われる１例．九州新生児研究会．福岡．2008，11，29．

7 浜崎雄平：教育セミナー；抗アレルギー薬最近の え方，ロイコトリエン受容体拮抗薬．第16回小

児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会．福岡．2008，１，26-27．

8 浜崎雄平，稲田由紀子，谷口一登，梁井啓輔，人見会美子，西奈津子，辻 功介，宮崎倫子，人見

知洋，在津正文，室英理子，山本修一，小林育子，貞包雄次郎，市丸智浩：乳幼児アトピー性皮膚

炎患児における痒みに対する支援療法についての調査．西日本小児アレルギー研究会．福岡．2008，

８，23-24．

9 浜崎雄平：小児気管支喘息治療における LTRA―最近の話題．第２回Allergic, infectious and
 

respiratory disease conference(AIR-C).佐賀．2008，７，23．

10 石井清久：特徴的な脳波所見を呈した Lennox-Gastaut症候群の１例．第９回佐賀南部てんかん勉

強会．2008，６，27．

11 磯村直子，西 眞範，濱崎雄平，石井榮一，永利義久，岡村 純：複雑な染色体異常を呈し，中枢

神経浸潤をきたしたランゲルハンス細胞組織球症（LCH）の一例．第14回九州山口小児血液・腫瘍

研究会．2008，７，５．

12 岩永 学：当院で経験した特発性新生児脳梗塞の３例．第７回愛媛新生児医療研究会．2008，９，

27．松山．

13 漢 伸彦，廣瀬彰子，前野泰樹：胎児診断時にはファロー四徴症に似た所見を呈し，診断に苦慮し

た総動脈幹症の１例．第14回胎児心臓病研究会．東京．2008，２，８．

14 漢 伸彦：3D/4D超音波機器を使った胎児心臓超音波検査．佐賀周産期カンファレンス．佐賀．

2008，３，３．

15 漢 伸彦：国立病院機構佐賀病院における小児のHOT療法の現状．第10回佐賀HOT研究会．佐

賀．2008，10．



16 漢 伸彦：初診時に発作性上室性頻拍と診断した異所性心房頻拍の新生児例．第14回周産期循環管

理研究会．久留米市．2008，９，27．

17 Aiko Kumamoto,Mamie Watanabe, Takashi Kumamoto,Kenitirou Yamamura, Eiji Mori-

hana, Takurou Ohno, Yutaka Imoto, Akira Sese, Hideki Takanami, Hirokazu Noshiro,

Atsushi Sugitani,Kunitaka Joo:A case of secondary cardiomyopathy after Fontan operation
 

due to pheochromocytoma.成人先天性心疾患研究会.20,１,12-13.in Tokyo.

18 前田寿幸，松尾宗明：足背部痛で発症したMCTDの一例．福岡小児神経研究会．2008，１，19．福

岡．

19 前田寿幸，松尾宗明：MLF症候群の一例．福岡小児神経研究会．2008，７，19．福岡．

20 前田寿幸，松尾宗明：前頭葉てんかんの一例．福岡小児神経研究会．2008，10，25．福岡．

21 前田寿幸，松尾宗明：自閉症スペクトラム障害に合併するてんかんの特徴．てんかん懇話会．2008，

11，６．佐賀．

22 長田聰史，杉山大輔，佐藤桃子，浜崎雄平，藤田一郎，兒玉浩明：イオウミメティックを利用した

FPRメチオニン側鎖認識に関する洞察．第45回ペプチド討論会．2008，10，29．東京．

23 岡 政史，大塚泰史，酒井菜那，佐藤忠司，浜崎雄平：WT1異常症の一女児例．第22回九州ネフロ

ロジー研究会．2008，７，12．大分．

24 小内美佳，杉山大輔，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：環状ペプチドHymenamide類の

合成とプライミング作用．第45回ペプチド討論会．2008，10，29．東京．

25 小野晋康：有熱時けいれんを繰り返す１歳男児例．第10回佐賀南部てんかん勉強会．2008，９．佐

賀．

26 酒井菜那，大塚泰史；学校検尿UPDATE～検診の実際から今後の展望まで～．第186回佐賀県立病

院好生館プライマリーケアカンファレンス．2008，10，24．佐賀．

27 杉山大輔，柴田大介，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：二量化ホルミルペプチドアンタ

ゴニストの合成と生物活性．日本ケミカルバイオロジー研究会第３回年会．学術総合センター．

2008，５，19．東京．

28 杉山大輔，林 良，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：免疫応答を調節する生理活性物

質探索を目的としたヒト好中球の調製．平成19年度有明海総合研究プロジェクト 成果公開シンポ

ジウム．2008，５，24．佐賀市．

29 杉山大輔，平河雄喜，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：二量化遊走ペプチドアンタゴニ

ストの合成と生物活性．第45回ペプチド討論会．2008，10，29．東京．

30 田代克弥，西村真二：学校健診で発見された心室頻拍の１例．第21回九州小児不整脈研究会．2008，

10，25-26．阿蘇．

31 渡辺まみ江，城尾邦隆，森鼻栄治，大野拓郎，山村健一郎，熊本 崇，熊本愛子，岸本小百合，坂

本真人，井本 浩，瀬瀬 顯：Mustard手術後22年で房室ブロックをきたしペースメーカー導入を

行った D-TGAの１症例．第10回成人先天性心疾患研究会．2008，１，12-13．東京．

32 渡辺まみ江，城尾邦隆，大野拓郎，山村健一郎，森鼻栄治，岸本小百合，熊本 崇，熊本愛子，落

合由恵，井本 浩，瀬瀬 顯：Fontan適応患者における肺動静脈瘻の診断と治療．第14回日本小児

肺循環研究会．2008，２，２．東京．

33 渡辺まみ江，上田 誠，城尾邦隆，大野拓郎，弓削哲二，熊本 崇，岸本小百合，倉岡彩子，原 卓



也：カテコールアミン誘発性多形性心室頻拍と えられた１例．第20回九州不整脈研究会．2008，

11，25-26．熊本．

34 渡辺まみ江，城尾邦隆，大野拓郎，弓削哲二，熊本愛子，岸本小百合，倉岡彩子，原 卓也，上田

誠，落合由恵，井本 浩，瀬瀬 顯，芳野博臣，萱島顕治：短時間作用型β1-blocker・塩酸ランジ

オロールの使用経験．第13回日本小児心電研究会．2008，11，15．つくば市．

35 山口朋奈，江頭智子，松尾幸司，高柳俊光：NICU入院時に直接クームス検査が陽性であった６症

例の検討．第52回九州新生児研究会．熊本天草．2008，５，10．

36 山口朋奈，荒木 薫，阿部 淳，川内恵美，杉原 進，漢 伸彦，松尾幸司，高柳俊光：当院にお

ける新生児多血症の臨床統計．第37回佐賀周産期カンファレンス．2008，９，８．

37 山本信太郎，市島久仁彦，頴原嗣尚：マウス心室筋の細胞容積調節性アニオンチャネルのイノシトー

ルリン脂質による調節．特定領域研究「生体膜トランスポートソームの分子構築と生理機能」平成

20年度第１回班会議．淡路．2008，９，24-26．プログラム抄録集 96．

38 山本信太郎：マウス心室筋における細胞容積調節性アニオンチャネルのイノシトールリン脂質によ

る調節．トランスポーターワークシップ IN福岡．福岡．2008，11，２．プログラム抄録集 33．

39 栁瀬寛子，大林梨津子，磯村直子，西 眞範，濱崎雄平：先天性白血病（M5）の１例．第59回佐賀

ブルートアーベント．2008，７，18．佐賀．

40 栁瀬寛子，磯村直子，西 眞範，濱崎雄平：MLL遺伝子再構成陽性先天性白血病（M5）の１例．

第６回小児白血病カンファレンス in OKAYAMA．2008，８，２．岡山．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 浜崎 雄平 平成20年度厚生労働科学研

究費補助金

アトピー性皮膚炎のかゆみの解明と治

療の標準化に関する研究

2,000

助 教 在津 正文 平成20年度科学研究費補助

金

基盤研究 感染による乳児喘息発症のメカニズ

ム：病原微生物に対する免疫反応不良

との関連

1,100

助 教 在津 正文 平成20年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

【臨床】

感染による乳児喘息発症：重症乳児喘

息患児における病原微生物に対する免

疫反応不良の存在

500

助 教

医 員

研究生

助 教

山本 修一

人見会美子

稲田由紀子

辻 功介

平成20年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

【臨床】

小児気管喘息における気道炎症の評価

法の確立（気道炎症およびリモデリン

グを制御する因子の解明を目指して）

（代表：山本 修一）

500

助 教 田代 克弥 平成20年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

【臨床】

川崎病急性期における活性化単球／マ

クロファージ由来の Resistinの作用

の解明

500

助 教

教 授

大学院生

臨床協力医

小出佳代子

浜崎 雄平

西 奈津子

室 英理子

平成20年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

【臨床】

アトピー性皮膚炎におけるかゆみの研

究（特に脂質メディエーターの関連に

ついて）

（代表：小出佳代子）

500


